
 

 

 

③  大沢川発電所 

 

【メモ】 

 大沢川発電所は、県の高坂ダムの水を使用する企業局初のダム式発電所で、昭和

39 年 2 月に着工。豪雪大出水及び労働者不足等のため建設が難航したが、昭和 42

年 1 月に発電を開始した。 

 発電所の定期的な保守管理については最上電気水道事務所が行い、運転停止操作

や監視業務については鶴岡電気水道事務所から遠隔集中制御を行っている。 

 水車発電機 1 台で最大落差 50.1m、最大 12.0 ㎥/s の水で最大 5,000kW の発

電を行っている。 

【大沢川発電所パンフレット(山形県企業局)・最上電気水道事務所パンフレット(山形県企業局)より】 

※大沢川発電所パンフレット(山形県企業局)・ 

高坂ダムパンフレット(高坂ダム管理課)より 


